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「
教
學
一
如

～
学
び
続
け
る
教
職
員
に
～
」

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

大
久
保
哲
志

先生方の来所をお待ちしています。
教育活動に役立つ情報がきっとあります。

昨
今
、
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の

姿
は
驚
き
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
、
報
道
さ
れ
て
い
る
。
大
人

顔
負
け
の
活
躍
を
し
て
い
る
子
ど
も
の
例
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
も
あ
ふ
れ
る
才
能
を
持
ち
合
わ
せ
た
子
ど

も
は
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
子
ど
も
の
能
力
に
大
人
が

制
限
を
か
け
て
い
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か
し
、
今
は
、

そ
の
能
力
を
飛
躍
さ
せ
る
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
。
大
人
を
凌

駕
す
る
才
能
を
開
花
さ
せ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
本
当
に
頼
も
し
い
。

学
校
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
能
力
を

有
し
て
お
り
、
教
師
の
想
像
を
超
え
た
能
力
を
発
揮
す
る
子
ど
も

も
少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も
す
べ
て
の
子
ど
も
は
、
ど
ん
な
能
力

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
何
か
し
ら
の
秘
め
た
る
能
力
を
持
っ
て
い

る
。
教
師
が
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
脅
威
を
感
じ
る
の
は
、
多
岐

に
渡
る
膨
大
な
仕
事
量
で
は
な
く
、
計
り
知
れ
な
い
能
力
を
も
つ

子
ど
も
の
前
に
立
つ
こ
と
で
は
な
い
か
。

簡
単
な
心
構
え
で
は
対
峙
で
き
な
い
。
宝
石
の
原
石
の
ご
と
き

子
ど
も
た
ち
だ
。
磨
き
方
を
間
違
え
れ
ば
輝
き
を
損
ね
か
ね
な
い
。

そ
の
不
安
と
責
任
を
痛
感
し
つ
つ
、
一
人
一
人
を
見
極
め
、
磨
い

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
子
ど
も

を
相
手
に
、
教
師
は
ど
う
臨
む
べ
き
か
。

教
師
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
導
に
当
た
っ
て
、
教
科
等
に
関
す
る

高
度
な
専
門
的
知
識
や
実
践
的
指
導
力
を
身
に
付
け
よ
う
と
悩
み

奮
闘
し
て
き
た
。
だ
が
、
何
よ
り
も
大
切
に
す
べ
き
こ
と
は
、
教

師
自
ら
が
現
状
に
満
足
せ
ず
、
学
び
続
け
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

自
ら
の
持
つ
知
見
や
経
験
に
頼
る
だ
け
で
、
新
た
な
こ
と
に
挑
戦

し
よ
う
と
も
し
な
い
教
師
に
、
子
ど
も
は
魅
力
を
感
じ
な
い
だ
ろ
う
。

子
ど
も
の
前
に
立
つ
教
師
は
、
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、
自
ら

を
成
長
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
学
び
続
け
る
者
こ
そ

人
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
子
ど
も
は
、
教
師
の
そ
ん
な

姿
を
厳
し
い
目
で
見
つ
め
て
い
る
の
だ
か
ら
。

教
育
セ
ン
タ
ー
に｢

教
學
一
如｣

の
碑
が
あ
る
こ
と
の
意
義
は
、

そ
こ
に
あ
る
。



1 年 2 組 番 年 月 日

年 月 日

年 月 日

1

2

3

4

5

6

1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

1 4 4 2 3 3

8 3 4 9 3 3

14 3 3 15 3 3

20 3 3 21 4 4

5 2 2 4 3 4

12 3 2 11 3 3

18 2 2 17 3 3

24 2 1 23 3 3

6 3 2 3 4 4

13 3 3 10 3 3

19 2 1 16 3 4

25 3 2 22 3 3

7 3 4
ＭＥＭＯ

26 4 4

29 5 28

比較用　「学校楽しぃーと」　個票
1 氏名 大原　台 1回目　実施日 平成

平成 29 9 11
3回目　実施日 平成

１回目 ２回目

13 14

2回目　実施日

３回目観　点

学

級

集

団

に

お

け

る

適

応

感

学校には，気軽に話せる友達がいる。

学

習

意

欲

自

己

肯

定

感

授業中は，先生の話をよく聞いている。

授業中に「できた」「わかった」と感じることがある。

学級には，気軽に会話ができたり，遊びに誘ってくれ
たりする友達がいる。

学校には，自分の悩みや本当の気持ちを話せる友達
がいる。

自分が困っているときに助けてくれたり，協力してくれ
たりする友達がいる。

8心身の状態

頭が痛くなるときがある。

気分が悪くなることがある。

学習した内容をきちんと理解するための，自分なりの
学習の仕方がある。

落ち込むことがある。

教

師

と

の

関

係

13 14学級集団における適応感

質問

学校行事の計画や準備をやり遂げたとき，「よくがんばったな

あ」「よくやったなあ」と思うことがある。

自分には，自分なりのよいところがあると思う。

学級のみんなと一緒に学校行事に参加したり，活動した
りするのは楽しい。

他人から好かれている方だと思う。

学級の中にいると，明るく楽しい気持ちになる。

い

じ

め
　

この学級の一員でよかったと思うことがある。

学級は，目標やルールが大切にされているので，安心し
て居心地よく過ごせる。

質問観点 観点

学校には，自分のことを理解してくれる先生がいる。

学校には，自分が間違いや失敗しても，きちんと訳を聞
いてくれる先生がいる。

学校の先生たちは，自分に対してみんなと同じように公
平に接していると思う。

おなかが痛くなったり，下痢をしたりする。

心

身

の

状

態

友達から物を隠されたり，暴力を振るわれたりしてつ
らい思いをすることがある。

友達から悪口を言われたり，無視されたりしてつらい
思いをすることがある。

学校には，悩みや心配を相談できる先生がいる。

委員会活動や係(当番）活動での自分の仕事は，みんな
の役に立っていると思う。

友達との関係

教師との関係

学習意欲

自己肯定感

13 13

9

友

達

と

の

関

係

授業中，自分から進んで学習に取り組んでいる。

7

12 13

11

4

8

12

16

友達との関係

教師との関係

学習意欲

自己肯定感

心身の状態

学級集団における適

応感

１回目

２回目

３回目

活用方法はホームページからダウンロードしてください。http://www.edu.pref.kagoshima.jp/advice/top.html

「比較用『学校楽しぃーと』」とは？

 「学校楽しぃーと」は，子供の学校適応感といじめ

に関する内容を自己評価で回答する質問紙です。

 「比較用『学校楽しぃーと』」は，子供が過去回答

した結果と比較・分析することができます。学校適

応感がどのように変容したかを分析することで，適

切な支援を検討することができます。

中学生用
質問紙は
小学生用（低学年・高学年）
中学生用，高校生用があります。

記入の方法は？

 全部で26問あります。

 質問に対する回答を選択

肢の中から１つ選びます。

 所要時間

小学生 10～20分程度

中・高校生 10分程度

データ出力は？

 結果はレーダーチャート

と下位項目で表示され，

個別に出力ができます。

 子供の学校適応感の変容

を把握でき，的確な支援

を図ることができます。

これから，あなたが学校の生活の中で思っていることについて質問します。

質問は，全部で26項目あります。よく読んで，自分の気持ちや考えに当てはまる数字一つ

に○を付け，回答欄にその数字を記入してください。

それでは，下の欄に必要な事項を記入してください。記入が終わったら，１ページから２

ページまでの質問に回答してください。

終わったら，○の付け忘れや数字の記入もれがないか確認してください。

データ入力は？

 児童生徒の回答をExcelに

入力します。

 所要時間は40人を入力す

るのに30分程度です。

１ 学校には，気軽に話せる友達がいる。
たくさんいる い る あまりいない 全くいない

４ ３ ２ １

■ 学年・組・出席番号 （ ）年（ ）組（ ）番

■ 氏名 （ ）

「心身の状態」の観点が低いことは「学習意欲」の

観点と関係していることが考えられます。学習面で

どのようなことに困り感を抱いているのかを把握し

た支援を図ることが大切です。



1 年 1 組 番 年 月 日

年 月 日

⇒ 1

⇒ 1

⇒ 1

⇒ 1

⇒ 4

【　ＳＮＳ観点の下位項目　】

グループチャットはなしな
い

１～10グループ

ほとんどが学校外のメン
バー

学校内のメンバーが半分
より多い

（４）

（５）

ＳＮＳでメッセージのやり取りをするグループの数

普段，利用しているＳＮＳのメンバー

【　ＳＮＳの利用実態　】

（３） ＳＮＳを使い始めてからの経験年月

１回目調査 ２回目調査

（２）

（１） ＳＮＳの１週間当たりの利用日数

平日にＳＮＳを利用する時間

６か月～１年６か月未満

ほとんど使わない ときどき使う

30分未満 １～２時間未満

29 5 28

「ＳＮＳチェックシート」　－個票－

11２回目 平成 29 9

1 氏名 大原　台 １回目 平成

1 2 3 4

１回目 ２回目

とても気を

つけている

全く気を

つけていない

あまり気を

つけていない

気を

つけている

（６）住所や電話番号，メールアドレス，顔がうつっている

写真のことなどの情報は出さないようにしている。

■『ＳＮＳをめぐるトラブル』への備えの意識

（７）相手が不愉快な気持ちになるような内容は書かないよ

うに気を付けている。

（８）メッセージを送る前に問題がないか確認をするように

している。

（９）長時間にならないようにメッセージのやり取りをする

ように気を付けている。

1 2 3 4

１回目 2回目

（10）メッセージのやり取りで嫌な気持ちになったときは，

直接，会話で気持ちを伝えるように気を付けている。

■『ＳＮＳをめぐるトラブル』への発生後の対処の意識

（11）友達とのやり取りで困ったときは親や先生に相談す

るようにしている。

とても気を

つけている

全く気を

つけていない

あまり気を

つけていない

気を

つけている

1 2 3 4

１回目 2回目

（12）友達とメッセージのやり取りをすることで，友達の

気持ちを確かめることができる。

■『ＳＮＳ利用のやり取り』の親和性

（13）友達とメッセージのやり取りをすることで，友達と

のつながりをもてる。

（14）友達とメッセージのやり取りをすることで，寂しさ

をすぐにまぎらわすことができる。

全く

思わない

とても

思う 思う

あまり

思わない

１回目 ２回目

１回目 ２回目 １回目 ２回目

１回目 ２回目 １回目 ２回目

【　ＳＮＳ観点の意識　】

3388 88

887569 81

94 75

75

100

１回目 ２回目

「ＳＮＳをめぐるトラブル」への

備えの意識

気をつけている （※低いほど「気をつけていない」状態）

全く思わない

「やり取りをする相手との関係性」の

悩み・負担感

（※低いほど「とても思う」状態）

全く思わない

「ＳＮＳ利用のやり取り」の

親和性
「即レス」の

悩み・負担感

全く思わない

（※低いほど「とても思う」状態） （※低いほど「とても思う」状態）

「ＳＮＳをめぐるトラブル」への

発生後の対処の意識

気をつけている

（※低いほど

「気をつけていない」状態）

1 2 3 4

１回目 2回目

（17）メッセージのやり取りをなかなか終わらせられないこ

とで悩んでいる。

■『やり取りをする相手との関係性』の悩み・負担感

（18）自分が送信したメッセージに対する反応がないことで

悩んでいる。

（19）メッセージの送信後，「あの伝え方でよかったのだろ

うか」と悩んでいる。

（20）知らないところで自分のことについてメッセージのや

り取りをしているのではないかと心配になる。

全く

思わない

とても

思う 思う

あまり

思わない

1 2 3 4

１回目 2回目

全く

思わない

とても

思う 思う

あまり

思わない

（15）メッセージがきたらすぐに返事をすることで悩んでい

る。

■『即レス』の悩み・負担感

（16）友達から送られてくるメッセージをチェックすること

で悩んでいる。

80

60

40

20

○ これから，あなたのSNSの利用〔LINE，カカオトークなどでの文字や絵文

字（スタンプなど）を使ったメッセージ交換〕について質問します。よく読

んで，最もよく当てはまる数字一つに○を付け，回答欄にその数字を記入し

てください。

○ 利用していない場合は答えなくてよいですが，学年・組・出席番号・名前

は記入してください。

 全部で20問あります。

 質問に対する回答を選択

肢の中から１つ選びます。

 所要時間

小学生 10～15分程度

中・高校生 10分程度

（１） あなたは，普段，LINEなどのSNSを週にどれくらい利用していますか。

ほぼ毎日使う ときどき使う あまり使わない ほとんど使わない

（週に３～４日） （週に１～２日） （月に数回）

４ ３ ２ １

問合せ先は 教育相談課 Tel(099)294-2788 にお願いします。

「SNSチェックシート」とは？

 「SNSチェックシート」は， SNSの利用状況と，

ルールや負担感などの心理状態を五つの観点から把

握できる質問紙です。

 いじめ・ネットいじめや不登校の原因となる人間関

係のトラブルの未然防止，豊かな人間関係づくりの

指導・支援，教育相談体制の充実に役立ちます。

記入の方法は？

データ出力は？

 SNSの利用状況が点グラ

フとレーダーチャートで

表示され，個別に出力が

できます。

 SNS利用について，的確

な支援を図れます。

データ入力は？

 児童生徒の回答をExcelに

入力します。

 所要時間は40人を入力す

るのに20分程度です。

中学生用
質問紙は，小学生用（高学年）
中学生用，高校生用があります。

「ＳＮＳチェックシート」

インターネット利用（ＳＮＳ）に関する質問紙（中学生用）

■ 学年・組・出席番号 （ ）年（ ）組（ ）番

■ 氏名 （ ）

「SNS利用のやり取り」の親和性を感じるように

変容が見られることから，SNS利用の依存性が心

配されます。対策の一つとして，自分の気持ちや

考えを伝え合える活動の実施が考えられます。



考え，議論する「特別の教科 道徳」を実現するために

「特別の教科 道徳」Ｑ＆Ａ

「みんなで取り組み，学び合う授業研究」の進め方Ⅱ
－授業力向上を図るワークショップ型研修を通して－

【期間】平成29年６月16日（金）から14日間 【時間】午前８時30分から午後５時まで

教科書展示のお知らせ

・ 色チョークの使い方やＩＣＴの活用等，学
校全体で共通実践事項を設定して実践を徹底
したことで授業改善につながった。

・ 校内で明確に示された共通実践事項を意識
しながら日頃の授業に取り組むことができる
ようになった。

・ 生徒が学習の要点を捉え，学習に見通しを
もちながら，活動できるようになってきた。

この「『特別の教科 道徳』Ｑ＆Ａ」の冊子は，学習指導要領
の一部改正により，「道徳の時間」が「特別の教科 道徳（道徳
科）」となったことで，どのような授業が求められているのか，全
面実施へ向けて学校としてどのようなことを取り組んでいけばよい
かなどについて，Ｑ＆Ａ形式でまとめたものです。
どのように授業を構想すればよいか，評価はどこに留意すればよ

いかなど，道徳科の教材研究や校内研修等で活用できます。

この「『みんなで取り組み，学び合う授業研究』の進め方Ⅱ－授業
力向上を図るワークショップ型研修を通して－」のパンフレットは，
ワークショップ型研修の手法を生かし，学校の課題を踏まえて授業研
究の活性化を図った取組の事例を紹介したものです。
授業力の向上を図り，全職員で学び合うことができる授業研究を目

指して，学校の課題に応じた取組を行うことができます。

当センターＷebサイトのトップページ左側の
「調査研究」をクリックして入ると，これまでの
研究成果物が全てダウンロードできます。

当センターＷebサイトのトップ
ページ中央下の「新学習指導要領
関連情法」をクリックして入ると，
ダウンロードできます。

（Ｑ＆Ａ目次から一抜粋）

・ 「授業づくりの視点」を設定し，同僚と日
常的に指導改善に関する情報を共有すること
が大切であると感じた。

・ 「授業づくりの視点」を設定して日常の授
業実践に取り組むことの大切さを感じた。

・ 「授業づくりの視点」を意識することで，
ペア学習の活動が日常的にスムーズにできる
ようになった。

当センターでは，平成29年度教科書展示会を
下記のとおり行います。


